
国民健康保険制度改革に伴う納付金等の算定について

国民健康保険制度改革の概要（運営の在り方の見直し）
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資料１

＝

納付金の算定イメージ

山梨県全体 ←

納付金
（医療分）

保険給付費

公費等

自己負担額
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720
億円

歳入歳出

全県に占める

所得額のシェア

全県に占める

被保険者（・世帯）

数のシェア

医療費水準×

人数・世帯に対
して平等に
割り当てる分

所得に応じて
割り当てる分

420億円

600億円 180億円

120億円

1/2
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保険料額
納付金額 ＝

応能

応益

(7割) (3割)
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賦課

徴収
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※ 後期高齢者支援金等に係る納付金については、医療費水準の算式を除き、上記と同様に算出する。
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 納付金と保険料の違い  

・納 付 金 ＝ 市町村が県に納める金額 

・保険料総額 ＝ 市町村が被保険者に対する保険料率を算定するための基礎となる金額 
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